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時系列方式角度多重ホログラフィックメモリー（以下、本方式と呼ぶ）とは従来の角度多重方

式 1)（以下、従来方式と呼ぶ）と異なるデータのコーディング方法を用いることで記録容量の向

上を狙ったホログラフィックメモリーの新たな記録再生方式である。従来方式が 2 次元配列され

たページ単位の信号を角度多重記録するのに対し、本方式では 2 次元配列された時系列信号を角

度多重記録する。時系列信号のコーディングには ON , OFF信号の長さを情報とするマークエッジ

方式を用いた。これは光ディスクやハードディスク等で広く採用されている。本方式ではマーク

エッジ記録の性質により、角度分解能の限界以下の角度間隔で記録した場合でも信号を読出すこ

とが可能と考えられ、記録密度の向上により従来方式と比較して大容量化が期待されている。 

本研究では単一チャンネルの信号を角度分解能の限界以下の角度間隔で記録した場合に得られ

る再生光についてシミュレーションと実験を行い、信号の読出しができるのかどうか検証した。

シミュレーションでは平面波展開モデルを適用して読出し時の再生光強度を計算した。Figure1は

ある時系列信号を角度分解能の半分の角度間隔で記録したときの再生光のシミュレーションと実

験の結果である。これらは本方式による記録再生が原理的に可能であることを示している。発表

では本方式の記録再生原理と検証結果について詳しく述べる。 
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Fig.1 時系列信号の再生光強度 (a)シミュレーション (b)実験 
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